
 
 

（資料２）シンポジウム講演スライド 
シンポジウム「薬剤師が担う医療機関と薬局間の連携手法の検討とアウトカムの評価研究」 

 
主催：日本医療薬学会、日本臨床腫瘍薬学会 

後援：日本薬剤師会、日本病院薬剤師会  

日時：平成 30 年 2 月 11 日 13 時～16 時 

会場：帝京大学板橋キャンパス 大学棟本館 2 階 209 講義室 

参加費：無料 

 
プログラム 

＜座長：遠藤一司、奥田真弘＞ 

13:00 開会挨拶（趣旨説明） （15 分） 

安原眞人（帝京大学薬学部） 

13:15 プロトコールに基づく経口抗がん薬治療管理の効果を実証する調査報告 （20 分） 

山本弘史（長崎大学病院臨床研究センター） 

13:35 昭和大学横浜市北部病院地域での取組 （15 分） 

     縄田修一（昭和大学横浜市北部病院薬局） 

村田勇人（クオール薬局港北店） 

13:50 国立がん研究センター東病院地域での取組 （20 分） 

     松井礼子（国立がん研究センター東病院薬剤部） 

下村直樹（日本調剤柏の葉公園薬局） 

14:10 愛知県がんセンター中央病院地域での取組 （10 分） 

     立松三千子（愛知県がんセンター中央病院薬剤部） 

     秋山理恵（三聖堂薬局自由ヶ丘店） 
 

14:20   休憩（15 分） 
 

＜座長：髙橋弘充、山本弘史＞ 

14:35 薬剤師トレーニング用 DVD の作成と評価 （30 分） 

     長久保久仁子（メディカルファーマシィーミキ薬局） 

15:05 特別講演：地域包括ケアの時代における薬剤師の活躍への期待 （50 分） 

     森 和彦 （厚生労働省 大臣官房審議官（医薬担当）） 

15:55 閉会挨拶 （5 分） 

     遠藤一司（日本病院薬剤師会） 
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1

平成29年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療
機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業）シンポジウム

薬剤師が担う医療機関と

薬局間の連携手法の検討と
アウトカムの評価研究

帝京大学薬学部
安原眞人

2018年2月11日 帝京大学板橋キャンパス
1

年月 厚労省関係 その他

平成22年4月
医政局長通知「医療スタッフの協働・連携によるチーム医療
の推進について」

平成24年4月
診療報酬改定（病棟薬剤業務実施加算、在宅患者調剤加
算新設）

平成25年1月 医薬品インターネット販売訴訟最高裁判決

6月 日本再興戦略

7月 ディオバン事件京都府立医大調査報告

11月
薬事法改正（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全
性の確保等に関する法律）

12月薬事法及び薬剤師法の一部改正（要指導医薬品）

平成26年1月薬局の求められる機能とあるべき姿

平成27年2月 薬歴未記載問題

3月
規制改革会議公開ディスカッション「医薬分業における
規制の見直し」

6月 経済財政運営と改革の基本方針2015

10月患者のための薬局ビジョン

平成28年4月
診療報酬改定（かかりつけ薬剤師指導料新設、大型門前薬
局の評価見直し）

6月プロトコールに基づく薬物治療管理（PBPM）導入マニュアル

10月
健康サポート薬局届出開始
薬局の構造規制の見直し

平成29年1月 ハーボニー配合錠偽造品流通

4月臨床研究法 処方箋付け替え不正

9月 グレーゾーン解消制度による経産省回答

10月
財政制度分科会（調剤報酬の改革）
経済財政諮問会議（経済財政一体改革）

11月 行政改革推進会議行政事業レビュー（調剤報酬）

12月
社会保障審議会医療保険部会・医療部会「平成30年度診
療報酬改定の基本方針」

平成30年1月
中医協総会「平成30年度診療報酬改定に係るこれまでの議
論の整理」 2

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/gskaigi/dai29/siryou1.pdf

行政改革推進会議行政事業レビュー 平成29年度秋の年次公開検証

調剤報酬（調剤技術料） 取りまとめ

• 調剤技術料については、薬剤師・薬局によるサービスの対価と
しての観点から院内処方と院外処方のコスト差について十分に
検証されていない。

• 薬局の実態として、厚労省がめざす「かかりつけ薬剤師・薬局」
は現時点で少数派であり、今後も現在の調剤報酬体系のまま
では、めざす姿に進んでいくとは見込み難い。門前薬局、大手
調剤チェーン薬局の調剤技術料については、実態を踏まえると、
一層引下げの余地がある。

• 調剤技術料が医科・歯科に比べ伸びていること、医薬分業が定
着してきたこと、現在の調剤報酬体系が一部の先進的な薬剤
師・薬局やあるべき理想像を基本にした報酬体系であると考え
られることや、薬剤師・薬局の実態を踏まえると、真の患者のた
めの「かかりつけ薬剤師・薬局」を進めるためにも、調剤技術料
の全体的な水準の引下げを含め、メリハリのついた適正で効率
的な調剤技術料の報酬設定とすべきである。

3

 厚生労働省医政局長通知 （平成22年4月30日）

「医療スタッフの協働・連携によるチーム医療の推進について」
現行制度の下において薬剤師が実施することができる業務

① 薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等の変更や検査のオーダについて、
医師・薬剤師等により事前に作成・合意されたプロトコールに基づき、専門的知見の
活用を通じて、医師等と協働して実施すること。

② 薬剤選択、投与量、投与方法、投与期間等について、医師に対し、積極的に処
方を提案すること。

③ 薬物療法を受けている患者（在宅の患者を含む）に対し、薬学的管理（患者の
副作用の状況の把握、服薬指導等）を行うこと。

④ 薬物の血中濃度や副作用のモニタリングに基づき、副作用の発現状況や有効
性の確認を行うとともに、医師に対し、必要に応じて薬剤の変更等を提案すること。

⑤ 薬物療法の経過等を確認した上で、医師に対し、前回の処方内容と同一の内
容の処方を提案すること。

⑥ 外来化学療法を受けている患者に対し、医師等と協働してインフォームドコンセ
ントを実施するとともに、薬学的管理を行うこと。

⑦ 入院患者の持参薬の内容を確認した上で、医師に対し、服薬計画を提案するな
ど、当該患者に対する薬学的管理を行うこと。

⑧ 定期的に患者の副作用の発現状況の確認等を行うため、処方内容を分割して
調剤すること。
⑨ 抗がん剤等の適切な無菌調製を行うこと。 4

平成25年度厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）

薬剤師が担うチーム医療と地域医療の調査と
アウトカムの評価研究

研究代表者 安原 眞人（東京医科歯科大学医学部附属病院）
分担研究者 佐々木 均（長崎大学病院）

吉山 友二（北里大学薬学部）
研究協力者 安部 好弘（日本薬剤師会常務理事）

奥田 真弘（三重大学医学部附属病院）
川上 純一（浜松医科大学医学部附属病院）
北田 光一（日本病院薬剤師会会長）
鈴木 洋史（東京大学医学部附属病院）
土屋 文人（日本病院薬剤師会副会長・日本薬剤師会副会長）
中澤 一純（日本医療薬学会事務局長）
橋田 亨 （神戸市立医療センター中央市民病院）
舟越 亮寛（大船中央病院）
松原 和夫（京都大学医学部附属病院）
宮﨑 長一郎（長崎県薬剤師会会長・日本薬剤師会理事） 5

薬剤師が担うチーム医療と地域医療の調査と
アウトカムの評価研究

平成25～27年度厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）

6
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2

チーム医療

医療に従事する多種多様な医療スタッフ
が、各々の高い専門性を前提に、目的と
情報を共有し、業務を分担しつつも互いに
連携・補完し合い、患者の状況に的確に
対応した医療を提供すること

チーム医療の推進に関する検討会報告書（平成22年3月19日）

7

チーム医療推進分担研究

• プロトコルに基づく薬物治療管理(PBPM)
• チーム医療によるアウトカム評価

医療の質
安全性
経済性
医療従事者の負担軽減

• 日本病院薬剤師会による実践事例収集

• 日本薬剤師会による実践事例収集
8

チーム医療

医師

患者

看護師 薬剤師

9

薬剤師が担うチーム医療と地域医療の
調査とアウトカムの評価研究

平成25～27年度厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）

平成25年度：先行事例収集

平成26年度：アウトカム評価

平成27年度：実践的方法論

10

プロトコールに基づく薬物治療管理
（PBPM）導入マニュアル Ver.1

平成28年3月26日

一般社団法人 日本医療薬学会

11

在宅（地域）医療推進分担研究

• かかりつけ薬局機能をもった在宅医療提供
薬局を推進するための新たな基準作成

薬局の求められる機能とあるべき姿
（平成26年1月）

• 地域包括ケアシステムの中でセルフメディ
ケーションの推進に資する薬局のあり方
について調査・検討

12

3

平成28‐29年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
医薬品・医療機器等レギュラトリ－サイエンス政策研究事業

薬剤師が担う医療機関と薬局間の連携
手法の検討とアウトカムの評価研究

1. PBPMを外来がん化学療法に適用するため
の標準手順の確立

2. PBPMによる医療機関と薬局間の連携の
アウトカム評価

3. 連携を担う薬剤師養成のための教育資材の
開発
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チーム医療

医療に従事する多種多様な医療スタッフ
が、各々の高い専門性を前提に、目的と
情報を共有し、業務を分担しつつも互いに
連携・補完し合い、患者の状況に的確に
対応した医療を提供すること

チーム医療の推進に関する検討会報告書（平成22年3月19日）

7

チーム医療推進分担研究

• プロトコルに基づく薬物治療管理(PBPM)
• チーム医療によるアウトカム評価

医療の質
安全性
経済性
医療従事者の負担軽減

• 日本病院薬剤師会による実践事例収集

• 日本薬剤師会による実践事例収集
8

チーム医療

医師

患者

看護師 薬剤師

9

薬剤師が担うチーム医療と地域医療の
調査とアウトカムの評価研究

平成25～27年度厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）

平成25年度：先行事例収集

平成26年度：アウトカム評価

平成27年度：実践的方法論

10

プロトコールに基づく薬物治療管理
（PBPM）導入マニュアル Ver.1

平成28年3月26日

一般社団法人 日本医療薬学会

11

在宅（地域）医療推進分担研究

• かかりつけ薬局機能をもった在宅医療提供
薬局を推進するための新たな基準作成

薬局の求められる機能とあるべき姿
（平成26年1月）

• 地域包括ケアシステムの中でセルフメディ
ケーションの推進に資する薬局のあり方
について調査・検討
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平成28‐29年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
医薬品・医療機器等レギュラトリ－サイエンス政策研究事業

薬剤師が担う医療機関と薬局間の連携
手法の検討とアウトカムの評価研究

1. PBPMを外来がん化学療法に適用するため
の標準手順の確立

2. PBPMによる医療機関と薬局間の連携の
アウトカム評価

3. 連携を担う薬剤師養成のための教育資材の
開発
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PBPM用資料

• 病院用テレフォンフォローアップの手順書

• 薬局用テレフォンフォローアップの手順書

• テレフォンフォローアップ実施時の副作用確認の
手引き書

• 患者情報提供用紙
（病院→薬局、お薬手帳貼付用）

• お薬サポートダイヤル予約票

• トレーシングレポート

19

病院用テレフォンフォローアップの手順書
（東京医科歯科大学承認番号M2016-184）

【病院】
患者の選定、同意取得、患者匿名化、保険薬局との連携の手順

【患者の選定】
① S-1、カペシタビン単剤療法又は、それらを含む注射薬抗がん薬の併用レジメンが施行されている患者を対象とし、治療開始時点、治

療中の時点もいずれも対象とする。しかし、本研究の趣旨として、積極的に副作用を聴取する観点より、治療開始時又は治療開始か
ら１か月以内の患者を優先的に選定する。

② 患者への同意説明を開始する前に、患者のかかりつけ薬局が本研究の参加薬局であることを確認する。患者のかかりつけ保険薬局が
本研究の参加薬局ではない場合は、対象としない。

【同意取得】
病院薬剤師より、同意説明文書を用いて説明を行い、書面にて同意を取得する。
同意文書は説明薬剤師および患者の署名ののち、複写し、オリジナルを病院に保管し、複写したものを患者に渡す。

【患者匿名化】
患者と識別コード（患者ID）が連結出来る参加者リストを作成する。（連結可能匿名化）
薬局を特定するアルファベット１文字と、患者登録順につける連番の整数の組み合わせで患者IDとする。患者を特定する情報（氏名、生
年月日など）と患者IDの対応を対応表に記録する。この対応表は、患者の治療等の目的で当該保険薬局と情報を共有する際に使用するほ
かは、患者の個人情報が漏れないよう、厳重に病院内で管理する。

【保険薬局との連携】
Ⅰ．来院当日

患者より同意を得た場合は、下記を患者に渡し、保険薬局へ提出してもらう。
・ 同意説明文書（患者IDを記入）
・ お薬手帳

お薬手帳には、患者の癌腫、治療レジメン名、治療スケジュール、投与量を確認するために必要な情報及び支持療法の内容を記載した
シールを貼付する。

Ⅱ．テレフォンフォローアップのチェックシート受領時（保険薬局よりFAX）
病院の連携担当薬剤師はチェックシートの記載内容の確認を行う。

① 迅速な対応が必要な事項がない場合は、チェックシートに特に問題がない旨を記載し、電子カルテにスキャナ取り込みを行う。
② 迅速な対応を行った場合は、対応内容を記載し、電子カルテにスキャナ取り込みを行う。
③ 電子カルテの取り込み終了後は、チェックシートに記入された患者IDが誤りないことを確認し、チェックシートのうち、患者を特定出来る

情報欄（氏名、生年月日、電話番号等）をマスクして見えないように複写した写しを研究事務局（長崎大学病院臨床研究センター）へ送付し、
原本は保管する。

④ 保険薬局からの連携にて、迅速な対応に至った事例に関しては別途定める様式に対応の概要を記入する。この対応についての記載は、患者

IDを付して、個人情報を特定できる情報をマスクした写しを、研究事務局へ送付する。
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テレフォンフォローアップ後の連携の具体的フロー     

◎テレフォンフォローアップ後のチェックシートの連携    

         

保険薬局薬剤師よりテレフォンフォローアップ後のチェックシートを病院の連携担当

薬剤師に FAX を送る         

         

         

         

病院の連携担当薬剤師はチェックシートを確認し、迅速な対応が必要な事項がない事を

確認し、電子カルテにスキャナ取り込みを行う。（※）    

     

           

         

医師は患者診察の前に、チェックシートを確認し、在宅での患者情報を把握した上で診

察を行う。         

         

※ もし、病院の連携担当薬剤師が、チェックシートの記載から迅速な対応が必要な可能性

があると独自に判断した場合は、速やかに保険薬局と連絡をとり、情報交換して、改め

て対応を決める。 

※ 病院に FAX が届かなかった際は、薬局への問い合わせを適宜行う。 21

◎重篤な副作用が発現していた場合の連携     

 次ページ以降、黄色で示した症状が認められた場合の対応（TMDU の場合）

        

         

保険薬局薬剤師より速やかに病院の担当薬剤師に連絡を取る 

患者の電話番号を確認、病院より連絡がある事を伝える。   

         

         

         

担当医師へ一報した後、病院薬剤師より患者宅へ電話連絡を取る。症状を確認の上、

医師へ指示の伝達又は転送を行う       
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薬局用テレフォンフォローアップの手順書
（東京医科歯科大学承認番号M2016-184）

【テレフォンフォローアップ対象患者の初回来局時】
① 受付の際にS-1、カペシタビンを含む処方箋と同意書 (病院保存用) を同時に提出された患者については、調剤前確認

の際に、病院での説明で納得していることを確認し、もし追加の質問への回答などが必要であれば対応したのち、同
意書 (薬局保存用) への署名をお願いする。

② S-１またはカペシタビンを含む処方箋を提出したが、同意書を提出しない患者については、念のために、調剤前確認
時に確認する。テレフォンフォローアップを希望しない患者は、研究の対象とはしない。２度目以降の来局時に容易
に識別が可能なように、薬歴簿などに研究参加の有無を記載する。（※）

③ 研究参加の患者から、服薬サポート時に署名済みの同意書を受け取り、サポートを行う。
④ サポートの際にテレフォンフォローアップの日程を決定し、「お薬サポートダイヤル予約表（TS1）（ゼローダ）」

に記載し、お薬手帳に貼付する。

（※）病院で説明同意文書を渡されていなかったが、保険薬局ではテレフォンフォローアップが必要と判断され、かつ、
患者もこれを希望する場合は、研究外で、個別に、実診療としてテレフォンフォローアップを実施することは可能である
が、同意を取得するまでは、研究対象の患者として取り扱うことはできない。

【テレフォンフォローアップ対象患者の2回目以降来局時】
① 薬歴簿の記載等で、研究参加が確認されている患者については、初回と同様にテレフォンフォローアップを実施する。
② テレフォンフォローアップの実施は、３か月を目安とするが、患者の状況などによっては、必要に応じて延長するこ

とも考慮する。

【テレフォンフォローアップの実施】
① 予約日にチェックシートを参照しながら、テレフォンフォローアップを行う。次回受診の前に、再度、電話による確

認が必要と判断される場合は、その日程を決めて、対応する。
② テレフォンフォローアップ実施後、チェックシートを見直し、確認漏れの事項についてもその旨の記載を行う。必要

と判断される場合は、再度、電話する。
③ Grade3以上の有害事象等で、チェックシートの緊急対応が必要な場合に該当する場合は、チェックシートを病院へ

FAXするとともに、直ちに医療機関の事前に取り決めた部署へ電話連絡を行う。また、緊急対応した事例についての
サマリーを作成する。

④ 緊急対応に該当しなかった場合は、記入したチェックシートを病院へFAXで送付する。
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5

患者情報提供用紙（病院→薬局、お薬手帳貼付用）

25

お薬サポートダイヤル予約票

26

27

＜13:00‐14:20  座長：遠藤一司、奥田真弘＞
開会挨拶（趣旨説明） 安原眞人（帝京大学薬学部）

講演１ プロトコールに基づく経口抗がん薬治療管理の効果を実証する調査報告
山本弘史（長崎大学病院臨床研究センター）

講演２ 昭和大学横浜市北部病院地域での取組
縄田修一（昭和大学横浜市北部病院薬局）
村田勇人（クオール薬局港北店）

講演３ 国立がん研究センター東病院地域での取組
松井礼子（国立がん研究センター東病院薬剤部）
下村直樹（日本調剤柏の葉公園薬局）

講演４ 愛知県がんセンター中央病院地域での取組
立松三千子（愛知県がんセンター中央病院薬剤部）
秋山理恵（三聖堂薬局自由ヶ丘店）

休憩（15分）

＜14:35‐16:00 座長：髙橋弘充、山本弘史＞
講演５ 薬剤師トレーニング用DVDの作成と評価

長久保久仁子（メディカルファーマシィーミキ薬局）

特別講演 地域包括ケアの時代における薬剤師の活躍への期待
森和彦 （厚生労働省大臣官房審議官（医薬担当））

閉会挨拶 遠藤一司（日本病院薬剤師会）
28
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病院用テレフォンフォローアップの手順書
（東京医科歯科大学承認番号M2016-184）

【病院】
患者の選定、同意取得、患者匿名化、保険薬局との連携の手順

【患者の選定】
① S-1、カペシタビン単剤療法又は、それらを含む注射薬抗がん薬の併用レジメンが施行されている患者を対象とし、治療開始時点、治

療中の時点もいずれも対象とする。しかし、本研究の趣旨として、積極的に副作用を聴取する観点より、治療開始時又は治療開始か
ら１か月以内の患者を優先的に選定する。

② 患者への同意説明を開始する前に、患者のかかりつけ薬局が本研究の参加薬局であることを確認する。患者のかかりつけ保険薬局が
本研究の参加薬局ではない場合は、対象としない。

【同意取得】
病院薬剤師より、同意説明文書を用いて説明を行い、書面にて同意を取得する。
同意文書は説明薬剤師および患者の署名ののち、複写し、オリジナルを病院に保管し、複写したものを患者に渡す。

【患者匿名化】
患者と識別コード（患者ID）が連結出来る参加者リストを作成する。（連結可能匿名化）
薬局を特定するアルファベット１文字と、患者登録順につける連番の整数の組み合わせで患者IDとする。患者を特定する情報（氏名、生
年月日など）と患者IDの対応を対応表に記録する。この対応表は、患者の治療等の目的で当該保険薬局と情報を共有する際に使用するほ
かは、患者の個人情報が漏れないよう、厳重に病院内で管理する。

【保険薬局との連携】
Ⅰ．来院当日

患者より同意を得た場合は、下記を患者に渡し、保険薬局へ提出してもらう。
・ 同意説明文書（患者IDを記入）
・ お薬手帳

お薬手帳には、患者の癌腫、治療レジメン名、治療スケジュール、投与量を確認するために必要な情報及び支持療法の内容を記載した
シールを貼付する。

Ⅱ．テレフォンフォローアップのチェックシート受領時（保険薬局よりFAX）
病院の連携担当薬剤師はチェックシートの記載内容の確認を行う。

① 迅速な対応が必要な事項がない場合は、チェックシートに特に問題がない旨を記載し、電子カルテにスキャナ取り込みを行う。
② 迅速な対応を行った場合は、対応内容を記載し、電子カルテにスキャナ取り込みを行う。
③ 電子カルテの取り込み終了後は、チェックシートに記入された患者IDが誤りないことを確認し、チェックシートのうち、患者を特定出来る

情報欄（氏名、生年月日、電話番号等）をマスクして見えないように複写した写しを研究事務局（長崎大学病院臨床研究センター）へ送付し、
原本は保管する。

④ 保険薬局からの連携にて、迅速な対応に至った事例に関しては別途定める様式に対応の概要を記入する。この対応についての記載は、患者

IDを付して、個人情報を特定できる情報をマスクした写しを、研究事務局へ送付する。
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テレフォンフォローアップ後の連携の具体的フロー     

◎テレフォンフォローアップ後のチェックシートの連携    

         

保険薬局薬剤師よりテレフォンフォローアップ後のチェックシートを病院の連携担当

薬剤師に FAX を送る         

         

         

         

病院の連携担当薬剤師はチェックシートを確認し、迅速な対応が必要な事項がない事を

確認し、電子カルテにスキャナ取り込みを行う。（※）    

     

           

         

医師は患者診察の前に、チェックシートを確認し、在宅での患者情報を把握した上で診

察を行う。         

         

※ もし、病院の連携担当薬剤師が、チェックシートの記載から迅速な対応が必要な可能性

があると独自に判断した場合は、速やかに保険薬局と連絡をとり、情報交換して、改め

て対応を決める。 

※ 病院に FAX が届かなかった際は、薬局への問い合わせを適宜行う。 21

◎重篤な副作用が発現していた場合の連携     

 次ページ以降、黄色で示した症状が認められた場合の対応（TMDU の場合）

        

         

保険薬局薬剤師より速やかに病院の担当薬剤師に連絡を取る 

患者の電話番号を確認、病院より連絡がある事を伝える。   

         

         

         

担当医師へ一報した後、病院薬剤師より患者宅へ電話連絡を取る。症状を確認の上、

医師へ指示の伝達又は転送を行う       
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薬局用テレフォンフォローアップの手順書
（東京医科歯科大学承認番号M2016-184）

【テレフォンフォローアップ対象患者の初回来局時】
① 受付の際にS-1、カペシタビンを含む処方箋と同意書 (病院保存用) を同時に提出された患者については、調剤前確認

の際に、病院での説明で納得していることを確認し、もし追加の質問への回答などが必要であれば対応したのち、同
意書 (薬局保存用) への署名をお願いする。

② S-１またはカペシタビンを含む処方箋を提出したが、同意書を提出しない患者については、念のために、調剤前確認
時に確認する。テレフォンフォローアップを希望しない患者は、研究の対象とはしない。２度目以降の来局時に容易
に識別が可能なように、薬歴簿などに研究参加の有無を記載する。（※）

③ 研究参加の患者から、服薬サポート時に署名済みの同意書を受け取り、サポートを行う。
④ サポートの際にテレフォンフォローアップの日程を決定し、「お薬サポートダイヤル予約表（TS1）（ゼローダ）」

に記載し、お薬手帳に貼付する。

（※）病院で説明同意文書を渡されていなかったが、保険薬局ではテレフォンフォローアップが必要と判断され、かつ、
患者もこれを希望する場合は、研究外で、個別に、実診療としてテレフォンフォローアップを実施することは可能である
が、同意を取得するまでは、研究対象の患者として取り扱うことはできない。

【テレフォンフォローアップ対象患者の2回目以降来局時】
① 薬歴簿の記載等で、研究参加が確認されている患者については、初回と同様にテレフォンフォローアップを実施する。
② テレフォンフォローアップの実施は、３か月を目安とするが、患者の状況などによっては、必要に応じて延長するこ

とも考慮する。

【テレフォンフォローアップの実施】
① 予約日にチェックシートを参照しながら、テレフォンフォローアップを行う。次回受診の前に、再度、電話による確

認が必要と判断される場合は、その日程を決めて、対応する。
② テレフォンフォローアップ実施後、チェックシートを見直し、確認漏れの事項についてもその旨の記載を行う。必要

と判断される場合は、再度、電話する。
③ Grade3以上の有害事象等で、チェックシートの緊急対応が必要な場合に該当する場合は、チェックシートを病院へ

FAXするとともに、直ちに医療機関の事前に取り決めた部署へ電話連絡を行う。また、緊急対応した事例についての
サマリーを作成する。

④ 緊急対応に該当しなかった場合は、記入したチェックシートを病院へFAXで送付する。
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5

患者情報提供用紙（病院→薬局、お薬手帳貼付用）

25

お薬サポートダイヤル予約票

26

27

＜13:00‐14:20  座長：遠藤一司、奥田真弘＞
開会挨拶（趣旨説明） 安原眞人（帝京大学薬学部）

講演１ プロトコールに基づく経口抗がん薬治療管理の効果を実証する調査報告
山本弘史（長崎大学病院臨床研究センター）

講演２ 昭和大学横浜市北部病院地域での取組
縄田修一（昭和大学横浜市北部病院薬局）
村田勇人（クオール薬局港北店）

講演３ 国立がん研究センター東病院地域での取組
松井礼子（国立がん研究センター東病院薬剤部）
下村直樹（日本調剤柏の葉公園薬局）

講演４ 愛知県がんセンター中央病院地域での取組
立松三千子（愛知県がんセンター中央病院薬剤部）
秋山理恵（三聖堂薬局自由ヶ丘店）

休憩（15分）

＜14:35‐16:00 座長：髙橋弘充、山本弘史＞
講演５ 薬剤師トレーニング用DVDの作成と評価

長久保久仁子（メディカルファーマシィーミキ薬局）

特別講演 地域包括ケアの時代における薬剤師の活躍への期待
森和彦 （厚生労働省大臣官房審議官（医薬担当））

閉会挨拶 遠藤一司（日本病院薬剤師会）
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